























































Taiichi SUGITA : Research on the Consciousness of Trainee Teachers Composing Units:






































































































































































































a社 b社 c社 d社 e社
1 震源と震央 1 6 1 8 1
2 地震による揺れと地震波 2 1 2 1 2
3 初期微動継続時間と震源からの距離 3 8 4 2 3
4 震度 4 2 3 3 4
5 マグニチュード 5 3 5 4 5
6 地震による災害 6 4 7 5 6
7 日本列島付近で地震が起こる仕組み 7 5 8 7 7
8 地震による土地の変化 8 7 6 6 8
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　表 7 に示す結果及び表 8 に示す実習生の記述か
ら，単元全体を通して生徒に身に付けさせたいこと
を明らかにして授業計画を行うことができていない
ことが分かった。さらに，表 9 に示す結果から，異
校種間の関連を考慮して授業計画を行うこともでき
ていないことが分かった。
　つまり，実習生の多くが 1 時間の授業計画や授業
実践だけに意識を集中させており，単元全体や異校
種間の関連に意識を向けた授業計画や授業実践は不
十分な状況にある。 1 時間の授業を「木」，単元を
「森」に例えるならば「木を見て森を見ず」といっ
た状況にある。ベテランと呼ばれる教員であっても
1 時間の授業を計画して実践することは大変なこと
である。それにもかかわらず，実習生に単元全体や
異校種間の関連も考慮して授業を計画させたり実践
させたりすることは酷なことであるというお叱りの
声があるかもしれない。しかし，現在進められてい
る教育改革等に照らすと，酷なことであっても，完
全なものに及ばなくとも，実習生に「森」を少しで
も意識させることは必要である。教育実習を行う現
場で今すぐ取り組むことができることとしては，実
習生指導を行う教員が単元全体や異校種間の関連を
つかみやすい指導単元を適切に選定した上で，その
単元の指導案作成を本時案だけでなく，単元観も書
かせて指導する取組等が考えられる。
4 . おわりに
　今回の調査によって，実習生が授業を計画すると
きに，単元全体を通して生徒に身に付けさせたいこ
とを設定したり，異校種間の関連を考慮したりする
ことの意識が乏しい実態が明らかになった。そし
て，進む教育改革に応えうる教員を養成するために
は，これらの意識をもたせることができるように教
育実習指導を充実する必要があることに触れた。し
かし，これらなどの意識に基づいて単元を構成する
ことができる力を身に付けることは，教育改革に応
えうる教員養成を行うためだけではなく，カリキュ
ラムマネジメントの素地を培い，延いては指導する
教科の枠を超えた教育活動全体を構成する力の育成
につながると考える。彼らを今後の学校教育を支え
る担い手として育てていくためにはどうあるべき
か，引き続き検討と検証を行っていきたい。
